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本研究は,近 世大坂 における蔵屋敷の住居史的な解明を目的 としたものである。すわなわち,そ の建築構成,施 設の機

能,空 間構成の特質等を明らかにし,さ らに都市大坂 との関わ りを蔵屋敷の年中行事 を通 して考察 した。大坂蔵屋敷関係

の資料は各所に分散 しているので,ま ず資料の所在確認を行い,約16藩 の蔵屋敷関係の資料 を収集する事ができた。主

に指図を分析 した結果,東 国 と西国,大 藩 と小藩等で施設の構成等に差異があ る事を明 らかに した。また蔵屋敷内には本

国の代表的な社が勧請されてお り,そ の祭礼は 「蔵屋敷祭礼」 として大坂の年中行事 に掲 げられている。蔵屋敷は経済的

な機能だけでな く,大 阪の都市文化を考える上でも重要な施設であった事を指摘 した。
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    This study elucidates Osaka Kurayashiki in the modem residential history and discusses its relations with the city Osaka through 

its annual events. We have gathered references on Kurayashiki in approximately 16 Han and analyzed mainly Sashizu. The result 

shows that there were differences in the organization of facilities between Togoku and Saigoku or between small and large Han; that a 

representative Yashiro in the hometown was miniaturized in Kurayashiki; and that the Kurayashiki festival was annually held around that 

Yashiro. We have pointed out that Kurayashiki played important roles both economically and culturally.

1.は じめに

1.1研 究の意義 と目的

江戸時代 の大名が大坂に設 けた屋敷は,国 許では 「大

坂御屋敷」等 と呼ぶが,地 元大坂 では,米 蔵 と住居の機

能をもつ事か ら 「蔵屋敷」 と呼ばれ る場合が多い由)。

江戸時代 の大坂 は,慶 長期か ら引き続 き西国大名の年

貢米 市場 として機能す る。さらに,幕 府の政策 とも相 ま

って,米 穀以外の物産 も集 まるようにな り,諸 大名は,

参勤 交代の経費や江戸での生活費等 を確保す るために,

米穀 や特産物等の販売機 関と しての蔵屋敷を設けるよう

になった。こうして大坂は,全 国市場の中心すなわち 「天

下の台所」として繁栄する。

これ までの大坂蔵屋敷 に関する研 究は,制 度や蔵米 ・

蔵物の流通等に主眼 をお いた商業史 ・経済史分野での研

究を中心に多 くの成果が蓄積 されてきた注2)。近年では,

森泰博氏が府内藩 ・鳥取藩 ・高知藩 ・福岡藩 ・金沢藩 ・

佐賀藩等の蔵屋敷注3)の成立事情や業務等について詳細な

研究 を行われてい る。一方,渡 辺忠司氏や塚 田孝氏によ

り,蔵 屋敷の設置 と移転の経緯や,取 引物産 の販売以外

の役割 を蔵屋敷がもっていた事が明らか にされた り注4),

考古学では,発 掘遺構と文献 との照合 による検証も行わ

れる注5)等,研 究分野が拡張 し,研 究内容も深 まりつつあ

る。 しか し,蔵 屋敷の建築に関す る研究は,筆 者らの研

究注6}があるのみである。この分野における研究は緒につ

いたばか りであるが,こ れ までの研究 に対 し,住 居史的

な観点か ら蔵屋敷の変遷,建 築構成 ・空間構成,居 住性

等 を検討す る事 は,蔵 屋敷の全貌 を解明するうえで必要

不可欠な事 と考 えられる。

そ こで本研 究で は,各 藩の大坂蔵屋敷の敷地や立地,

建築構成,藩 主が参勤交代の際に滞在 した御屋形(御 殿)

の空間構成や機能,業 務関連施設等について,都 市 との

関連 も考慮 に入れつつ,指 図や文書資料等 を用いて検討

を行い,蔵 屋敷の研 究に新たな知見を提供す る事 を目的

とするものであ る。

1.2資 料

本研究を行うにあた り,以 下の方法で資料を収集 した。

①刊行 されてい る図書館 ・博物館の所蔵 目録や 『国
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書総 目録』,関 連論文等か ら検索 を行った。

②全国の図書館 ・博物館 に,大 坂関係の資料の有無

のアンケー ト調査を依頼 し,そ の結果か ら現地 を

訪問注7)して資料の閲覧 ・撮影等を行った。

③現存す る遺構や伝承のある遺構の実測 ・聞き取 り

調査。絵画資料や古写真等の収集。

近世大坂 における大規模 な火災は,享 保9年(1724)

と寛政4年(1792)の 大火で,蔵 屋敷への被害は,判 明

するだけで前者は30ヶ 所注8),後 者は16ヶ 所注9)に及ん

でい る。 これ らの大火 とその後 の復興が,蔵 屋敷更新の

画期 になったと考 えられ る。そう見 ると,享 保 の大火以

前(お よそ17世 紀),享 保の大火以後 と寛政の大火の間

(およそ18世 紀),寛 政の大火以後(お よそ19世 紀前期)

で屋敷の状況が変化 している可能性が高い。そこで,収

集 した16藩31点 の指 図を年代順に表1-1に 示 した。

同表によると,最 古は慶安元年(1648)の 岡山藩であ る。

また津軽藩の ように,屋 敷の変遷が窺える指 図もある。

指図の描法 を見 ると,元 禄期 までは着彩貼図が見 られ る

が,そ れ以後は書図が主 とな り,一 般的に貼 図が古い事

が窺われる。

2諸 藩の大坂蔵屋敷の建築構成

2.1立 地と規模

蔵屋敷を設置 した大名家は,表2-1に 示す ように,

大坂 よ り西国では九州が圧倒的に多 く,こ れ に中国 ・四

国を加 えると,天 保6年(1835)に 存在 した104邸 の う

ち60邸,つ ま り約58%が 西国諸藩の蔵屋敷であ った。

大坂 よ り東国では,中 部 のうち北陸 ・越後の諸藩が初期

から,関 東 ・東海で は18世 紀半ば以降に蔵屋敷 を設置す

る藩が増加 してい る。奥羽では,元 禄5年(1692)に そ

の存在が確認で きる弘前藩が最も早い。

同表によると文化11年(1814)の 蔵屋敷数は96邸 で

あるが,文 化3年 には全蔵屋敷101邸 が確認できる注10)。

そのうち,水 運の良い中之島 ・江戸堀川周辺には85%に

あたる86邸 が集中 していた。この地域の東部は大川に近

く,伏 見への交通が便利で,西 部は川口に近 く,瀬 戸内

海 との連絡が良いため,多 くの蔵屋敷が設けられた。

諸藩の蔵屋敷の うち,敷 地規模が判明するものを表2

-2に 示 した。藩によっては ,蔵 米や特産物等を主に収



納す る屋敷 を別に持 っている場合 もある。敷地規模で見

ると,西 国の大藩で比較的初期か ら設 けられてい る蔵屋

敷は,概 ね大規模で,水 運の便利 な場所 に立地 している。

津軽 藩は秋 田藩 に比 して小規模藩であるが,早 期に大坂

市場へ参入 したため,天 満の水運の良い場所 を確保 して

いる。

2.2建 築構成

最初 に,近 世大坂 における典型的な蔵屋敷 として西国

の佐賀藩蔵屋敷 と東国の津軽藩蔵屋敷を取 り上げ,そ の

建築構成を見てお きたい。

佐賀藩は,慶 長期 にすでに大坂 に蔵屋敷 を設けた西国

の大藩で,筑 前 ・中国 ・広 島蔵 とともに 「四蔵」 と並び



称されていた注11)。同藩の享保再建蔵屋敷の建築構成注12)

を,図2-1に 掲載 した。同屋敷 は南 を堂島川に面 し,

周囲は,南 面 と東面の2/3を 米蔵,東 面の残 りと北 面を

家臣住居である長屋(留 守居役宅 を含む),西 面の2!3を

仲仕長屋,残 りが特産の伊万里焼 きを扱 う陶器方長屋で

囲続 されていた。門は,東 面中央部 と南面東寄 りにあ り,

西面寄 りの堂島川 と敷地内部 に設け られた船入 りの境に

水門が設けられている。敷地の中央部北側 に参勤 交代時

に藩主が滞在す る 「御屋形」(御 殿),そ の西 には役所や

稲荷社が設け られてい る。なおこの稲荷 は,佐 賀の稲荷

祭 りとして後年,非 常な賑わいを見せている。西部の船

入 りの東に沿 って,米 蔵 と米会所が設け られている。西

面の仲仕長屋は,敷 地が区切 られてい る事か ら,貸 家で

あった事が窺われ る。以上の ように,西 国の大藩である

佐賀藩の大坂蔵屋敷は,御 殿 ・長屋等の居住施 設,米 蔵

・役所 ・会所等の業務施設の他 ,神 社や船入 り ・貸家等

が設けられていた。

一方 ,津 軽藩大坂蔵屋敷は,佐 賀藩蔵屋敷の東隣に位

置 し,享 保の大火後に再建 された。その様子 を図2-2

で見ると,南 面の東半分 は塀で,他 は米蔵 と長屋で囲続

されている。敷地 中央部 に役所や留守居住居等,そ の東

部に金蔵が設け られ るが,御 殿 はな く,西 国諸藩の蔵屋

敷と共なる構成が窺われる。

次 に,本 研 究において収集 した指図を分析 し,そ の建

築構成を表2-3に 示 した。同表 をもとに,各 藩蔵屋敷

の建築構成等について見てい く事に したい。

御殿は,西 国のほ とん どの蔵屋敷で設け られてい る。

また,佐 賀 ・岡山 ・広島藩等では複数の屋敷 を有 してい

たが,御 殿は1ヶ 所 しかな く,御 殿が設け られ た屋敷 を

本屋敷 と見 る事ができる。一方,津 軽 ・秋 田 ・松代藩に

は御殿が設け られていない事か ら,東 国諸藩の蔵屋敷の

主たる機能 が,物 産の取引にあった事が窺われる。御殿

の空間構成については第3節 で検討を行いたい。

家臣の住 居であ る長屋は,別 屋敷 を含 めすべての蔵屋

敷に設け られてい る。その規模 は,熊 本藩が661坪 と最

大で,佐 賀 ・広島 ・対馬 ・高知 ・津和野等の西国諸藩が

大きい。東 国諸藩では小規模で棟数が少ない事 から,主

な居住者は取引等の担当者であろうと推察され る。

長屋が敷地に占める割合は,西 国では7～10%,津 軽

藩では16%で 東国の割合が高いが,こ れは東国の敷地が

相対的に狭 い事によるものである。なお,幾 つかの藩 に

おいて長屋 について検討 した結果,そ の平面構成等から

役職 と規模 に関係が有 り,階 層性が認め られる注13)。

米蔵は,ほ とん どの屋敷で設けられてい る。熊本藩で

はその規模 が858坪 と最大であるが,広 島藩 も2ヶ 所の

屋敷をあわせると838坪 と熊本藩に匹敵する規模である。

これ らに次いで,長 州 ・佐賀 ・岡山 ・高知等が大 きい。

東国では,秋 田 ・津軽藩 ともに230坪 前後の規模であ る。

米関係では,廻 場 ・見所 ・改場等の米検査の関連施設が,

概ね どの屋敷にも設 けられていた。

米蔵以外では,西 国では銀蔵,東 国では金蔵がある。

江戸時代の通貨は,西 国が銀,東 国が金であったが,蔵

の名称の違いがこの事を反映 してい る。さらに,津 和野

藩の紙蔵,広 島藩 の鉄蔵 が確認でき,ま た佐賀藩では元

禄頃に 「伊万里陶器蔵」 と称する別屋敷 を設ける等,諸

藩においては蔵米以外にも多様 な特産物 を扱っていた事

が分か る。

蔵屋敷の業務 に関連 して,吟 味方 ・米方 ・銀子方 ・勘

定方等の名称が確認で きるが,そ の他に陶器方の ように

特産品に関する役所や,出 入 りの町人等のための寄合所,

米会所,蔵 元会所等 も設け られている。

船か らの荷揚げは,一 般 に川岸に石段 を設 けた岩岐(が

ん ぎ)に 横付 けされた荷船か ら屋敷 内に運搬 された注14)。

しか し,佐 賀藩蔵屋敷の ように,荷 船が屋敷 内に直接入

る事 ができる船入堀 を設けた藩 もあった注15)。これ らの

藩はいずれも10万 石以上,熊 本藩に至 っては54万 石余

の大藩である。船入堀の規模 は,熊 本藩が1000坪 を越え

る巨大なもので,佐 賀藩 も460坪 以上の規模である。 し

か し,船 入堀 をもつ藩では,船 入 りの入 口部分に架け ら

れた船入 り橋の維持 ・管理 も行わなければな らず,そ の

経済的負担の大きさが窺われる。このような形式の他 に,

高知藩や津和野藩蔵屋敷のように川岸の一部 を凹形に加

工 したものや,津 山藩蔵屋敷の ように川中に杭 を設けて

区画 したもの等がある。 また規模 も,巨 大な熊本藩か ら

約25坪 の津山藩まで多様で,水 運 に恵 まれた蔵屋敷 では,

荷揚 げの際等の船の係留場所 として確保 されていた事が

分か る。

蔵屋敷の神社 は,表2-4に 掲 げたように多 くのもの

が判明 してい る。本来は,屋 敷の鎮守 として勧請された
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表2-一一3諸 藩 大坂蔵屋敷の建築構成

藩
石高

(石)

屋敷名
所在地

(丁目略)

指図年代 敷地規摸

(坪)

居 住 施 設 業 務 施 設 そ の 他 の 施 設
所蔵 ・出典等

和暦[酪 矧 長副 その他 米産1役 所1会 所1そ の他 表門1裏門1そ の他1番 所1神 社等1船 入り1貸家1馬 屋1そ の他

佐賀

357σ00

大坂屋敷
天満11

元禄5 1692 約4200 ○ 17/293

　

32/350 × 寄合所 米売場 米廻控所銀麓 3 1 水門 3 X 約474 X 2/20
i

日本生命保険相互会仕佐賀 大坂屋敷 〈冤保3> 1743 約4200 0 23/378 2n!4⑪5 ○、陶器方 米 〈銀諸〉 <4> <2> 水門 3 儲 鮪 榔 11撃40 1/7

佐賀
伊万里

陶器蔵
堂島3 〈元禄〉 1695

東:約566 × 3/46 X X 陶器蔵

くB/230>

1 1 小門 くD 稲荷 X X X

一

『江戸建築叢言舌』
西:約501 X 4/45 9/179 X X 1 1 小門 X X × X

熊本 540000大坂屋敷 常安町 天明6 [786 約8270 ○ 12/661 仲仕6旧 10/858 吟味方,蔵,

留守
○ 客家 米改場

銀蔵、小払

藏、簾 他
3 X 1

神・材2,

神宮寺他
約1134 21230 2/24+口

船韻 蔵,船 番所,蔵5,

作事所他
淋 大学永青文庫

対馬

20000

浜屋敷

天満11

不明 約313 X 8/41 3/36 X X 2 X X X X X 2/20

大韓民国国史編纂委員会

対馬 浜屋敷 不明 約謝 X ○ 〈4掴〉 X X 1 且 X X X X X

対馬 大坂屋敷 不明 約3402 ○ 4/<313> 饗応所等〈5/

174>,他3!72
X X × 且 1 通用2 5 X X X 3!22+口 土蔵く5/5D,作 事方

対馬 大坂屋敷 天満11 不明 約3402 ○ 4/318 饗応所等く5/

174>,他3/〈72>

X X X 且 1 通用2 3 X X X 3!22{】 土蔵く5/5D,作事方

対馬 大坂屋敷 不明 約803 X 5/口 X 〈○〉 X 銀蔵 L X [ 稲荷 X X X 土蔵く2/[6>,作事物置他

対馬歴史民俗資料館対馬 大坂屋敷 寛政4 1792 約809 △ 22/161 X ○ × 1 1 中門 且 × × X 作事場
対馬 本屋敷 不明 約808 △ ○ X 齪 所 X 〈銀蔵〉 1 正 3 X × X ○ 駕籠入,鷹 部屋29

秋月 50000 大坂蔵屋敷 久保島町 嘉永2 1849 約344 (○〉 2/21 2/口 溜り 米ふみば 正 X X X X X 關 市立博物館

高知 202600大坂屋敷 長堀白髪町 <寛政2～12> 1790 約4495 ○ 19/253+口 12/264 銀,米 方 × 銀銭 3 X
米出門2,用 心

門3,柵門2
3

稲荷,

磐根宮
約 且595/267 × 厩道具蔵,家 具蔵,駕 縮,

作事場,武 具蔵,船 道具蔵他
安飾 立歴民資料

長州 3694U 大坂屋敷 土佐堀1 〈明稲 以降〉 1770 約3401 ○ 11ハ49
梶敢醒

他20/U6
36/552 銀子方,買 物

方,差 引方

諸役処,

米、紙
米廻場 銀蔵 1 1

新門,不 明門,

用心門
3 社 X [4/146 1/10

船道具蔵,道 購3,用 縮,

記録蔵,作 事固屋,馬 固屋他
山ロ県文書館

津頼野 43000 紙蔵屋敷 江戸堀南4 天保12 1841 約i836 ○ 16/200 ○ 蔵元 蔵3 紙蔵5/130 正 【 小門 2 稲荷,御 霊 約61 15/158X 『江戸建築叢言舌』
広島

426000

浜屋敷 不明 不明 約424 X 1/9 14/258 × X 【 L X X × X
広島市立図書鎗広島 中之島屋敷

本五分一町

〈17c末～18c初 〉 1699 約4000 ○ [8/323 21/404 勘定方 〈銀蔵〉 鉄蔵2/68 L 1 甲門,物 見門 3 × 約629 × 1/7 炭蔵

広島 大坂屋敷 慶応2 1866 約4000 ○ 19/口 25/580 人札 人割 鉄藏3/72 L 1 中門 3 稲荷,厳 島 約598 X × 道具蔵,的 場,作 事所,

長田屋土蔵
大阪商業大学商業史博物館

(三原) 2800G 大坂屋敷 堂島4 不明 約287 <0> 2/14旧 5/80 X × 1 〈P × × X × 三原市立図書館

岡山

472000

大坂屋敷

築島町

慶安1 1648 約UOO ○ 4/59 与次右衛

門居所131
3/284 X 蔵出

表藏

く2/21>
米見所 1 1 2 X X 1/21 X

岡山大学付属図書館岡山 中之鳴屋敷 (貞享3> 1686 約1154 ○ 正0/U6 町買居所17 3/260 X ○,

蔵元手代
米廻場 銀蔵 米払部屋2 1 【 御成門 2

×

X X X 船道具入

岡山 西信町屋敷西信町 不明 約147 X 2/14 1143 X X L X 1 X X X ×

岡山 天満屋敷 不明 不明 約1830 X 1/60 X X X L X 1 X X X X

津山 186500大擁 屋敷上中之島町安政6 1359 約615 X ○ 5/83 ○,金 方 平均場 金蔵 L 1 稲荷 約25 X <1/8> 飛脚部屋他 津山郷土博物館
鳥取 325000 大坂屋敷 宗是町 不明 約5姻 〈○〉○ 23/476 ○,蔵 方 仲位差配所 1 1 御成門,不 浄II3 下山宮,地 蔵 約409 8/80 普請小屋他 鳥取県立博物館
津軽

47000

大坂屋敷

天満11

享保7 正722 約517 X 7/78 10/163 ○ 溜の問 金蔵 1 1 2 X X X X 揚屋 弘前市立図書館

津軽 大坂屋敷 く文化10～文政6) 1813 約740 X 8!123 13/214 ○ 絵所〉 米廻場 金蔵 2 1 2 鎮守 X X X 翻 屋 国立史料館

津軽 大坂屋敷 〈天保〉 1336 約740 X 8/<123>仲仕部屋 14/216 ○ 〈会所〉 〈米廻場〉金蔵 1 1 2 鎮守 X X X 〈翻 屋〉 弘前市立図書館

秋田 200000 大坂蔵屋敷 堂島新地5 文化14 1817 約934 X ll/口 13!250 O 蔵元 米廻場 納蔵 1 1 2 稲荷 X 仲仕 X 道具蔵,普 請小屋 秋田県公文書館

松代 120000大坂屋敷 北浜1 慶応3 1867 約281 X 1/9 X ○ X
土蔵

く3/39,8>
座敷51坪 L X 1 X X 8/74 X 国立史料館

桑名 150000大坂屋敷 堂島新地4 万延2 186【 約416 X ○ 14/巳 蔵方,目 附 客対問 〈米翅場〉 揚場 1 X O X × X 道具入 『密川時代の米穀配給組鯛
*屋敷名は,指図に具体的に記載されている場合はそれに従い,それ以外は1大坂屋敷」とした。*指 図年代:〈〉は推定(以下同じ〉,*居 庄施設 御殿=有無をOxで示した。△は留守居御殴。 長屋:規槙を棟数/坪で表示した(以下同じ),倒 えば,「17/293」は17棟で総坪数が293坪を示す。 その他:居住施設に関連すると考えられる

ものを掃げた。*業 務施設 米蔵・役所・会所=有無をOxで 示した.特定の名称,例えば 「陶器方役所」は「陶器万」と表示したeそ の他:各屋敷独自の施設名称を掲げた。*そ の他の施設 門・番所・神社・船入り・貸家・その他とした。 門:「表御門」「御門1は表門,「裏御門」は裏門とし,その他の門として船入りの水門,通用門等

を掲げた.番 所:敷を示した、 船入り:無い場合はx,あ る場合は規槙を坪数で示した。 貸家=無い場合はxで示した。 馬屋:馬屋の数と頭数を数値で示した.そ の他:各屋敷のける独自の施設名称を謁げた。*藩 欄の(三原)は,広島藩家老上田家支配。*石 高・蕨在地:『国史大辞典』 『K史大辞奥』『新修大阪市史第3巻」等による。



ものであるが,3.5で 紹介するように蔵屋敷祭礼と して,

大坂の年 中行事にな り,祭 礼の当 日は多 くの参詣人が訪

れている。

2.3御 殿の空間構成

西国諸藩の独立 した御殿 は,接 客 ・居住 ・業務 ・台所

空間で構成されていた事はすでに明 らかに した注工6>。

ここでは,独 立 した御殿 をもつ,岡 山(貞 享期)・ 広

島(17世 紀末)・ 長州 ・津和野藩 と,対 馬藩の留守居御

殿,御 殿はないがその機能 を果たす座敷を有する秋月藩

と広 島藩家老の上田家蔵屋敷 を取 り上 げ,各 空間の構成

について,図2-3を もとに検討を行 う。

1)接 客空間

御殿 における接客空間の位置,規 模,室 構成等を見る

と,岡 山藩では,北 東部に南面 して 「御広間」(10畳,

床付 き),「 御書院」(8畳,床 付 き)と 「御座之間」(45

畳)の3室 を接客空間と見なす事ができる。広島藩では,

南部 に大 きく設けられ,主 要な接客空間は,「 御次ノ間」

(18畳)と 「御書院」(14畳,床2ヶ 所)の2間 からな

る。長州藩では,東 面の大部分が接客空間であ るが,最

南部の 「御二之間」(14畳)と 「御参之間」(9畳,床 付

き)が 主要な接客空間である。津和野藩では,北 西部に

位置 し,「御書院次ノ間」(ll5畳)と 「御書院上ノ間」(12

畳,床 付 き)で 構成 されている。

対馬藩では,式 台 ・寄附に接 して,「 次」(12.5畳)と

「本座」(8畳,床 ・棚付 き),秋 月藩では ,式 台 ・玄関

を経て,「 次ノ間」(10畳),「 御座敷弐」(10畳,床 ・棚

付 き),上 田家では,玄 関 ・式台か ら 「御次」(6畳,床

付 き)と 「御座敷」(10畳,床 ・棚付 き)で 構成 されて

いる。

以上から,独 立 した御殿の接客空間は,岡 山藩以外は,

式台 ・玄関から連続 して接客空間が明確 に確保され,室

数は3室 構成で規模 も大 きくな る。さ らに広 島藩のよう

に,床 と床 書院が設けられる等,式 台や床付きの玄関の

設置 とともに,格 式が整 えられている事が判明す る。岡

山藩以外の3藩 では,内 玄関を設ける事で接客空間が明

確にな り,さ らに他の空間の分離 も促 したと考えられる。

また,対 馬 ・秋月藩,上 田家では,式 台 ・玄関に接 して,

次の間と座敷の2室 構成であるが,座 敷 には床 ・棚 が設

け られる等,格 式が整え られている。

2)居 住空間

御殿 における居住空間の位置,規 模,室 構成等 を見る

と,岡 山藩では,御 殿北部の接客空間に北接 して 「物置」

(4畳),「 御納 戸」,「御寝 間」(6畳)等 で構成 される

が,寝 間が御座之間に隣接 し,接 客空間 と居住空間の分

離が明確でない。広島藩では,西 部 に南面 して 「御 次」

(10畳),「 御居 間」(12.5畳)等,長 州藩では,最 南部

の接客空間の西側 に 「御寝間」(10畳,床 付 き)等 が設

けられ,津 和野 藩では,最 南部 に 「御居間ニノ間」(10

畳),「 御居間上 ノ間」(8畳,床 付 き)等 で構成 されて

い る。

対馬藩では,接 客空間の北側 に 「六畳」「九畳」の2

室,秋 月藩では,接 客空間に接 した 「御居間ニノ間」(9

畳,床 付 き)と 「御居間」(6畳,床 ・棚付 き),居 間に

接 した茶室,上 田家では,玄 関の右に接す る 「九畳」「八

畳」で構成されてい る。

以 上か ら,岡 山藩以外の3藩 の居住 空間は,2室 構成

で御殿南部 の日照条件の良い位置 に設けられ,居 住性 に

配慮 されている。 また,対 馬 ・秋月藩,上 田家で も2室

構成 で規模 的にも大 きな差はない。秋 月藩では,居 間に

接 して茶室が設 けられ,日 常生活以外 に,接 客用 として

も用い られたと推察される。

3)役 所空間

岡山藩では,玄 関に面 して 「下用場」(7畳),「 用場」
注ユ?)(16畳

,床 付 き)が 設け られ,こ れが居住 ・接客空

間 と台所空間を分離させている。広島藩では,北 東部に

「御勘定方詰所」(16畳)が 設 けられている。 この詰所

に接 する 「御蔵」は,入 口の位置か ら銀蔵であった可能

性が高い。長州藩では,西 部の 「御式台」か ら縦方向に

「大坂御用所」(8畳),「 記録所」(10畳),「 上御用所」

(6畳)等 で構成 されてい るが,御 殿外 にも役所が見 ら

れる事か ら,特 に重要な役所 が御 殿内に設け られたと考

え られ る。津和野藩では,北 東部の 「内玄冠」に接する

「役所 次ノ間」(9畳) ,「役所間」(10畳)や,中 央部の

「蔵元役居間」(12畳)等 で構成されてい る。

対馬藩では,御 殿外 に役所が設け られてい るため,役

所空 間は見 られ ない。秋月藩では,「 留守居座敷」の対

面に 「御勘定住居」があり,こ この式台に面 して 「座敷」

(8畳)や 「溜 り」が設 けられてい る事か ら,住 居 と役

所を兼ねていたと考えられ る。上田家でも役所空間は見
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られないが,秋 月藩 と同様,「 御座 敷」 で接客 と役所業

務が行われた推察 され る。

以 上か ら,独 立 した御殿にお ける役所空間は,玄 関や

内玄関付近 に設け られ,こ の空間の独立 と集 中化が計 ら

れて いる。対馬 ・秋 月藩,上 田家では,座 敷が役所 ・接

客 ・居住機能等を兼ねていた事が窺われ る。

4)台 所空間

岡山藩では,「 下用場 」の南側 に 「御 台所 土間」が設

け られ,西 には留守居住居の台所があ り,台 所空間が1

ヶ所 にまとめられている。広島藩では,中 央部 から東 に

「大席」(29畳)や 「板本」,「御台所」等が大 きな部分

を占めている。長州藩では,御 殿 中央部 から西側 に位置

し,中 庭をは さんで 「御配膳所」(8畳),「 囲炉裏」(14

畳)と 「御台所」「竈」等で,津 和野藩で は,御 殿の東

南部 の 「御台所」(12.5畳),「 勝手詰所」(7畳)等 で構

成 されてい る。

対馬藩では西北部の 「ピサ シ」,秋 月藩では,接 客空

間 と留守居座敷 との間の 「土間」「御膳立」(8畳),上

田家では,居 住空間に接 した 「御台所」(6畳)「 板ノ間」

「庭」等で構成されている。

諸藩の台所 を見 ると,藩 主の滞在を想定 して,広 い台

所空間を確保 してい ると考えられ る。

3蔵 屋敷の年 中行事と蔵屋敷祭

大坂の蔵屋敷における年中行事 については,宝 暦8年

(1758)の 佐賀藩 「年中行事」注18)があ り,正 月か ら10

月までの行事が詳 しく記 されてい るので,年 中行事を表

2-5に 示 した。先に紹介 した佐賀藩蔵屋敷の享保再建

指図とも照 らせ あわせなが ら,蔵 屋敷の1年 を紹介 した

い。

3.1正 月行事

新年を迎 えた佐賀藩蔵屋敷では,正 月3が 日の間,表

門の扉が開かれた。松飾 りは3ヶ 所の門に注連縄が張 ら

れ,式 台前 と台所 口には松,米 蔵 には枝松が飾 られた。

そ して御殿の式台の間には,麻 搾姿の下 目付 ・銀方下役



・留守居付下物書役が詰めて ,年 頭廻礼の人を迎えた。
一方 ,留 守居長屋でも式台の拭板に薄縁,白 州 には長薄

縁 を敷 き,廻 礼客の応対にあたった。

正月4日 には 「御蔵始」の儀式が会所で行われた。蔵

屋敷側では留守居役 ・目付 ・銀方役2人 ・雑務 目付2人,

物書役 ・銀方下役 ・上米方下役等が出席 し,町 方からは

蔵屋敷名代の肥前屋次郎兵衛 をは じめ銀主の長崎屋新六

・升屋新右衛門等が加わってい る。この行事 には多人数

が集 まるので,米 会所の10畳 座敷だけでは間に合わず,

隣接の12畳 座敷と米廻場の土間に板敷 と飾畳等を敷 き入

れて対処 している。儀式は米蔵に 「御蔵備物」 と餅一重

・獅 一尾 ・樽一を献 じた。儀式後 には宴会が もたれ,こ

れは銀主の進物で賄われた。正月13日 は蔵屋敷側 が銀主

や町人を招 いて饗宴 を催 した。これは蔵始めの宴会に対

する返礼の会で,御 殿の式台の間で行われた。

正月14日 には大般若祈祷が執 り行われた。導師の南坊

は,生 国魂神社の別当職 を勤 める法案寺の住職である。

当日の朝,導 師と寺中僧6人 は留守居長屋で粥飯の接待

を受 け,御 殿の書院の間で祈祷 を行った。その夜は 「日

待」 と称 して留守居長屋 に蔵役人以下の者が集合 して夜

を明かす習いであった。

3.2並 方留守居役の仲間寄合

各藩の大坂蔵屋敷の最高責任者は留守居役であるが,

互いの清報交換や諸種の申 し合わせをす る組織 として「並

方留守居仲間」があった。寄合の定例 日は毎月3日 と21

日であったが,正 月3日 は年頭挨拶 と重なるので,21日

が初寄合であった。その他に毎月9日 には夜会が行われ,

会合のあとは食事を共に した。この並方留守居仲間は 「参

会之儀者,屋 敷亦ハ手狭二て候居宅ハ別料理茶屋有之候」

とあって,大 きな蔵屋敷では屋敷 内で行われる事が多か

ったようである。

3.3蔵 米の蔵入れ

西国諸藩か ら瀬戸内海をとおって大坂へ廻船で運ばれて

くる蔵米は,登 り米 ・登せ米 と称 された。廻船が安治川口

に至ると,本 船から上荷船 ・茶船の小運送の船に替えて堂

島川をさかのぼり,蔵 屋敷の浜地に到着する。

蔵米が到着すると,浜 仲仕,蔵 中仕が荷揚げをした。し

か し直ちに蔵納めはせず,中3日 間午す習慣があった。そ

こで屋敷内の米蔵の前に米俵を集めて,「 はえ」と称する1

山28俵(下 から7・6・5・4・3・2・1俵)に 積み上げ,雨

覆いのために苫で覆った。こうして船中で吸収 した水分 を

除去するのである。その後,米 改めを行い,上 ・中 ・並の

仕分けをして,蔵 納めを行っている。

次に蔵出にな ると,会 所の前に入札箱が用意され,入 札

が行われた。入札に参加できるのは堂島の米伸買に限 られ

ていた。出米は毎朝6ヅ 時から会所で扱ったが,会 所には

蔵方役や仲仕が詰めかけ,仲 仕頭の下知で米方役,下 目付

が立ち会った。このように蔵米の収納,売 買,蔵 出は,米

蔵と米会所の周辺 に広い中庭を必要としたのである。

3.4参 勤交代

佐賀藩では通常,参 勤交代の行列は大坂に立ち寄 り,

3日 ほど滞在 した。しか し下国する場合は大坂 に寄 らず,

西国街道を西に急 ぐ事 もあった。御殿 は藩主の逗留 を目

的に造立され たものであ る。従 って,日 常的な管理 も厳

重に行われた。

藩主の来坂予定 が通報 され ると,留 守居役は 目付 ・修

理方役 ・手伝役 ・下目付 ・小奉行 ・大工を伴 って屋敷の

内外 を巡見 し,修 理箇所を点検 した。屋敷の掃除は修理

方が管轄 し,実 際の作業 は中使が行 った。また行列に随

行す る馬屋が船入堀の東側 に仮設 され,居 間南庭の塀の

外 には組立式の番所 が南北2ヶ 所 に建て られ た。「年 中

行事」によると,藩 主到着以前に蔵屋敷側で行 う点検項

目として,蔵 屋敷全域 の掃除 と損傷箇所の点検,台 所へ

っついの補修,馬 屋の掃除 と諸道具の点検調達,仮 設馬

屋の組立,門 の左右の腰板 ・式台前の玉石等の汚れ落 と

し,御 殿内部 の掃除 と前栽の手入れ,御 殿の障子の張替

と修繕,台 所用行灯の張替等が列挙されている。

到着 日が近づ くと,表 門 ・裏門 ・浜門および御殿式台

前に大提灯が立て られ,到 着直前には屋敷の外回 りに塚

砂が盛 られた。また,藩 主専用の居間 ・寝所 ・湯殿は特

に厳 しい点検が行われた。御殿の床下 には犬等が入 り込

まないように詰船津胴子たちが検査 し,平 素は使わない



湯殿は入念 に掃除 をした上で,前 もって水を入れて試 し

焚 きを した。藩主が用い る湯水は,汲 み立てに必要な船

を繋 ぎ置いて,そ のつど補給 させ,水 越場 小屋 を建てて

浄水 した。

藩主の滞在中は,居 間の床 の間 に飾 る三方の上に大製

斗1把,大 奉書紙2枚 が置かれ,刀 掛 けもしつ らえられ

た。居間の塀の外,す なわち船入堀 の東北隅の2ヶ 所の

辻番所 には詰船請手船胴子が2人 ずつ昼夜を分かたず立

番を した。表門 ・浜門の門番 は羽織袴姿で平常の門番以

外に詰船役 から2人 が応援に入 り,夜 は門の両側 の大提

灯がともされた。裏門も同様で,定 番か ら1人,詰 船役

か ら2人 が警護にあたった。裏門は藩主滞在時には開い

た ままで,突 棒 ・差俣 ・琴地 が1組 立て られ た。また中

使の中か ら3人 が修理方役人小屋 に常置 された。

参勤交代 に随行するお供の侍は町中に分宿 したが,行

列の荷物 を収納す るために米蔵1棟 があけ られ,供 の台

所役 に提供 された。台所役は蔵屋敷 に到着 すると,蔵 詰

のものか ら藩主滞在に必要な什器備 品の提供 を受け,藩

主の身の回 りの世話を行 う事 になってお り,蔵 詰の者が

世話をする事はなかった。

「年中行事」 には若殿 を迎 える行事次第が記されてい

る。それによると,御 殿の式台長床 の前に南坊 ・太融寺

・安楽院等の僧侶や医師が並び ,鑓 の間の南敷居際 には

「出入銀主」が並び,畳1畳 ほど下がって 「御用聞町人」

が勢描い して,奉 行所で挨拶 を済 ませた若殿 を迎 える事

になっていた。

られ,床 には毛焼が敷 き詰められていた。夜 には両門の

大提灯が ともされ るとともに,花 火が打 ち上げられ,屋

敷内は見物人で満ちあふれ 「何れ之通 リニ も難取鎮」い

状況であったと記 されてい る。

幕末 の安政2年(1855)に 著 された 『摂津名所図会大

成』には,「 米市場の東,鍋 島御蔵や しきの鎮守な り。

例年六月十七 日十八日祭礼 あ り,奉 納 の生花 ・つ くり物

等あ りて,す こぶる賑わ し」 と記 され,大 坂 の名物 とな

っていた事が分か る。花火を除 く行事になってはいるが,

蔵屋敷祭礼 は各藩にとっては神事であるとともに,市 民

にひ らかれ たイベン トであったがゆ えに,幕 末 まで続 く

祭礼 として定着 したのである。

他 に有名 な蔵屋敷祭礼 として讃岐屋敷の金 比羅社があ

る。『浪華の賑ひ』 に,「 高松金毘羅社(中 の島,玉 江橋

の西,高 松御蔵や しきに有 り),霊 験いつれ も勝劣は有

るぺか らざれ ども,別 て当社はその御国の第(や しき)

なれば,殊 更 に新 たな りとて晴雨の差別な く詣人多 し。

毎月九 日十 日には別て群衆なすゆゑに,こ の辺よ り常安

町通 に夜店あ りて,賑 は し。門前の通 りの町 を俗 に金毘

羅町といふ。」 と記 されている。金比羅社 は航海守護の

神 と して知 られ,海 運 関係の業者が多い大坂では,と く

に信仰が厚か ったが,さ らに水の神 とい う事か ら,火 伏

せの信仰 も加わって,町 方の参詣 も集 めた。大坂市中の

金比羅社のなかでも,讃 岐金比羅宮の国許 にあたるとい

うので,高 松藩の蔵屋敷 に勧請 された金比羅社が,と く

に霊験あ らたかとされたのである。

3.5蔵 屋敷祭礼

2.2で 紹介 したように,各 藩の蔵屋敷 には国許等から勧

請 した神社が祀 られていた。 この神社の祭礼は大坂市中

の町人にも開放 され,や がて大坂 の年中行事 として定着

した。文化11年(1814)刊 の 「繁花風土記」をみ ると,

6月 の項 に 「諸方御蔵屋敷祭礼 中国 ・出雲 ・阿波 ・肥

前 ・筑後 ・薩摩(立 売堀 下屋敷)柳 川(右 の外あまたあ

れ ども略す)右 祭礼の 日は芝居,に はか,は な し,物 ま

ね,等 の催 しあ り」 と記されている。大坂の祭月である

6月 に,「 蔵屋敷祭」 とで も称 すべ き行事が行 われ,年

に1度,屋 敷の内部が大坂市民に公開されていた。

このうち 「肥前」 と記された蔵屋敷祭礼が,佐 賀藩蔵

屋敷の稲荷社の祭礼である。この稲荷社 は寛保3年(1743)

に勧請されたもので注19),祭 礼 は陰暦6月14・15日 の2

日にわたって行われた。「年中行事」が まとめ られ た宝

暦8住(1758)に は,「 近年ハ彩敷参詣人」で賑わうまで

になっている。同記によると,祭 礼の当日は表門 と浜門

が開放 されて誰 もが参拝 できた。稲荷社 には紋入 りの紫

の幕が張 りめ ぐらされ,神 前 に供物が高 く供え られた。

また両門か ら稲荷社への道の両側 には,人 形 等の作 り物

が並べ られ,米 会所束の間の10畳 座敷 には金屏風がたて

4ま とめ

本研究では,こ れまでまとまった研究がなかった大坂蔵

屋敷の建築を取 り上げ,ま ず全国に散逸 している資料の所

在調査か ら始めた。その結果,北 は津軽藩,南 は熊本藩に

至る16藩 の建築指図や関係資料を見出す事ができた。

これ らの資料をもとに,ま ず建築構成について検討 した

ところ,一 般に大坂よ り西の西国諸藩の蔵屋敷は,敷 地が

比較的広 く,周 囲を米蔵や長屋で囲み,敷 地の内部は御殿

や銀蔵,米 会所等の建物か ら成 り立っていた。ま準最大規

模の蔵屋敷には船入堀が設けられ,蔵 米を積んだ船を直接

屋敷内に引き入れ,荷 揚げをしていた。一方,東 国の蔵屋

敷は,敷 地が比較的狭 く,敷 地の内部に御殿がな く,ま た

金蔵と呼ばれ る等,西 国諸藩 とはかなり様相が異なってい

た。敷地規模の違いは,藩 の大小にもよるので一概には言

えないが,東 国諸藩の大坂進出は西国よ り遅れ,広 い土地

が確保できなかった事を思わせる。また,参 勤交代時に藩

主が滞在する御殿は,東 国の諸藩には必要がなかった。

次に西国諸藩の御殿を比較検討 したところ,大 規模なも

のでは概ね,接 客空間,居 住空間,役 所空間,台 所空間の4



っの空間に分離 される事がわかった。接客空間は,2～3

室で構成 され,床 の間を設けて格式を整えている。居住空

間は,一 般に南面し,居 住性を配慮 した独立性の高い空間

となっている。このよ うに空間を明確 に分離するために,

内玄関が設けられていた。指図年代の新 しい津和野藩の御

殿では,玄 関の近くに接客空間,南 側の最奥に居住空間,

内玄関か ら中央部にかけて役所空間,東 部に台所空間 と,

各空間の位置が他藩に比べて比較的明確に分けられている。

なお,西 国の小藩の蔵屋敷には独立 した御殿はなく,接 客

・役所等の業務 と住居が兼用 されているが
,格 式が整えら

れた座敷が設けられている。小藩の蔵屋敷 は大規模な蔵屋

敷の機能を縮小したものであると考えられ る。

最後に蔵屋敷の業務 と年中行事 を紹介 し,蔵 屋敷の機能

と空間の関係 を考察 した。その結果,蔵 米の搬入や収納に

関して,米 蔵や米会所の他,海 路を運ばれてきた廻米 を乾

燥 させた り,入 札や出米のために大きな空閑地を確保 して

いた事が明らかになった。また,参 勤交代時の藩主を迎え

るため,御 殿の維持管理に努力が傾けられた事,御 殿は藩

主の滞在だけでなく,様 々な行事や寄合にも使われていた

事等 も判明 した。 さらに,蔵 屋敷の鎮守社で年に1度 の祭

礼が開かれた時は,一 般の町人も屋敷内に入るのを許 され

た。諸藩の神社の祭礼は 「蔵屋敷祭礼」と呼ばれ,大 坂の

年 中行事の1つ になっていた。大坂蔵屋敷は,経 済的な機

能だけでなく,大 坂の都市文化を考える上でも重要な施設

であった事が分かる。

<注>

1)森 泰 博 「大 坂蔵 屋敷 の 成 立 と変 貌 」(『蔵屋 敷ll』 大 阪商 業

大 学商業 史博物館 史料 叢書第2巻,平 成13年3月)に よる

と,蔵 屋 敷 の設 置者 のほ とん どが 大名 で,そ れ 以 外 では,

家 臣,旗 本,寺 社 等が設 けて いる。

2)佐 古慶 三 『佐 賀藩蔵 屋敷 払米 制度 』(大 阪市 立 高等商業 学校

大 阪商史学研 究室 紀要第1冊,大 阪 史学 会,昭 和2年4月),

野村 重臣 「大 阪に於 け る蔵屋敷 について(1)～(4)」(『 同

志社論 叢』第33号,昭 和5年12 .月,同34号,昭 和6年2

月,同35号,昭 和6年6月,同40号 、昭和8年2月),竹

越與三郎 『日本経 済史研 究 第9巻 』(平 凡社,昭 和10年),

宮本又 次 「大 阪の岡 山藩 の蔵屋敷 史料 の紹 介」,同 「福岡藩

と大阪 との関係 史料 紹介」,作 道 洋太 郎 「細 川藩 の大 坂蔵屋

敷 につ いて 」(宮 本 又次 編 『大 阪 の研 究 第2巻 』所 収,清

文堂,昭 和43年),宮 本又 次 「佐 賀藩蔵屋 敷 の史料紹 介 」,

同 「大阪 の蔵 屋敷 と蔵 役 人 」(宮 本 又次 編 『大 阪 の研究 第

3巻 』所収,清 文 堂,昭 和44年)等 。

3)森 泰博 「府 内藩 大坂蔵 屋敷 の業務 」(『大 阪の歴 史』第25号 ,

昭和63年10月),「 鳥取藩 大坂蔵 屋敷 の成立」(『商学 論究』

第37巻1・2・3・4・ 合 併 号,1989年10月),「 大 坂蔵屋 敷

の成 立」(『大 阪経 済の ダイナ ミズ ム』清 文堂 ,平 成2年),
「初期 の高知藩大 坂蔵屋 敷」(『経 済学論 究』第44巻 第3号

,

1990年12月),「 福 岡藩大 坂蔵屋敷 」(『西南 地域 史研 究』 第

8輯,文 献 出版,平 成6年),「 金沢藩大 坂蔵屋敷 の新設 」(『経

済学論 究』第52第2号,1998年12月),「 佐 賀藩大 坂蔵屋

敷 の成 立」(『商学論 究』 第46巻3号,1999年3月),前 掲

1)「 大 坂蔵屋 敷 の成 立 と変貌 」,「大坂 蔵屋敷 」(『福 岡県 史

通 史編福岡藩(一)』,平 成13年)等 。

4)渡 辺 忠 司 「大 阪三 郷 町続 き在領 にお ける蔵屋 敷 の設 置 に つ

いて 」(『大 阪の歴 史』第51号,1998年5月),塚 田孝 『近

世 の都 市社会 史』(青 木書店,1996年)

5)『 旧佐 賀藩 大 坂蔵 屋敷 船入 遺構調 査 報告 』(大 阪市 文化 財協

会,1991年3月),『 広島藩大 坂蔵屋敷跡 』(同 協 会,1997

年3月),伊 藤 純 ・豆谷浩 之 「新 出広 島藩大坂 蔵屋 敷絵 図 に

っい て」(『大阪 の歴 史』第51号,1998年5月)。

6)筆 者 らは,蔵 屋敷 の建 築 ・住居 史的研 究 と して以 下 の論 文

を発 表 してい る。 「弘前藩 の蔵 屋敷 につ いて」(『大阪 市立 大

学生 活科 学部 紀要』 第46巻,1998年),「 松代藩 の大 坂蔵屋

敷 につ いて」(『大 阪市 立大 学生活科 学部紀 要』第47巻,1999

年),「 佐 賀藩 大坂 蔵屋敷 につい て」(『日本建 築 学会 計画 系

論文報 告集』第530号,2000年4月 号),「 奥羽 諸藩 の蔵 屋

敷 の建築 につ いて」(『歴 史科学 』第159号,2000年5月),

「高知藩 屋敷 の建 築構成 にっ いて 一大坂 ・京 都 ・伏 見 屋敷

を中心 に一一」(『建築 史学』第35号,2000年9月),同 「小

室藩 大 坂蔵 屋敷 の変 貌 」(『大坂 城 と城 下町 』所 収,思 文閣

出版,2000年12月)。

7)訪 問 した施 設 は,以 下 の通 りで あ る。

弘前 市 立図書 館,秋 田県公 文書館,岩 手 県立 図書館,国 立

史料 館,大 阪商 業大 学商 業 史博物 館,大 阪 市立 博物 館,大

阪城 天 守閣,京 都大 学付 属 図書館,佐 治 家,津 山郷 土博 物

館,烏 取県 立博 物館,島 根 県立 図書館,岡 山大 学付 属 図書

館,三 原 市 立図書館,広 島市 立 中央 図書館,山 口県文書館,

安芸 市 立歴 史 民俗資 料館,高 知 県 立図 書館,高 知 市民 図 書

館,山 内家 宝物 資料 館,福 岡市 博物 館,熊 本 大学付 属 図 書

館,柳 川 古 文書館,佐 賀県立 図書館,対 馬歴 史民俗 資料館 。

上記 施 設の他 に,田 代 和生氏(慶 磨 義塾 大 学教授),山 本 一

雄 氏(住 友 史料館 副館長),今 井 典子 氏(住 友 史料館 主席研

究員)に も ご高配 を賜 りま した。 末 筆 なが ら記 して深 謝 申

し上 げます。

8)『 大 阪編年 史第7巻 』(大 阪市 立中央 図書館,昭 和44年)

9)『 大 阪編 年 史第13巻 』(昭 和49年)

10)「 増脩改 正摂 州大阪 地図 」

ll)「 繁花風 土記」(『大 阪経 済史 料集成 第11巻 』所 収,同 刊行

委員会,昭 和52年)

12)日 本 生命 保険相 互会社 所蔵

13)前 掲6)「 高知藩 屋敷 の建 築構 成 につ いて 一大 坂 ・京都 ・伏

見屋 敷 を中心 に 一」

14)諸 侯蔵 屋敷 の図(『 摂津名所 図会 第1巻 』所収,臨 川書 店,

平成8年)。

15)熊 本 ・広 島 ・佐 賀 ・鳥 取 ・久留 米 ・徳 島 ・高松 藩 に船 入 り

が設 け られ てい た(『 大阪編年 史 第26巻 』,昭 和53年)。

16)前 掲6>1佐 賀藩大 坂蔵屋 敷 にっいて 」

17)『 日本 国語大 辞典 第4巻 』(小 学館,昭 和55年)に よる と,

御用 場 と して,「 公 務 を とり行 うところ」 の意味が ある。

18)「 年 中行 事」(『蔵屋 敷1』 所収,但 し11月12月 は欠本。 大

阪商業 大学商 業史博 物館 史料叢書 第1巻,平 成12年3月)。

他 に慶 応3年(1867)眉 山玉 震 の作 に なる 「久 留米藩 大 坂

蔵 屋敷絵 図」 は,正 月か ら歳 末 にいた る風 景38図 が残 され

てい るので これ も参 考にな る。

19)前 掲18)「 年 中行 事」


